
21 20

主
体
的
な
学
び
手
を

主体的な学び手
を

3

よ
り
よ
い
自
分
で
あ
り
た
い
と
願
う
こ
と̶

。

よ
り
よ
い
社
会
を
創
ろ
う
と
自
ら
行
動
す
る
こ
と̶

。

一
人
一
人
の
生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

光
村
図
書
は
、
生
徒
が
道
徳
科
で
は
何
を
学
ぶ
の
か
、

ど
う
や
っ
て
学
ぶ
の
か
を
自
覚
し
、
学
び
と
学
び
を
結
び
付
け
な
が
ら
、

学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
生
き
方
に
生
か
し
て
い
く
と
い
う

基
本
的
な
学
び
の
姿
勢
を
育
め
る
教
科
書
を
目
ざ
し
ま
し
た
。

20
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表紙の
イラスト
入る

7 6

道
徳
は
、

よ
り
よ
い
生
き
方
に
つ
い
て
、

考
え
る
時
間
で
す
。

自
分
を
見
つ
め
、

友
達
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

考
え
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

道徳を
学ぶときには

読んで読んで
考える

チ
ャレ
ン
ジ

書いて書いて
考える

話し合って話し合って
考える

演じて演じて
考える

ポイント

22

ポイント

33

ポイント

11 1

道
徳
の
学
習
を
始
め
よ
う

動画

答えは答えは
一つではない一つではない

学びを学びを
つなげるつなげる

 自分と向き合い、 自分と向き合い、
他者と向き合う他者と向き合う

●「
泣
い
た
赤
お
に
」（
174
ペ
ー
ジ
）で
学
び
直
そ
う
。

自分のこれまでの経験や
考えと向き合い、
他者の意見にしっかりと
耳を傾

かたむ

けよう。
自分と異なる意見や見方を
知ることを楽しもう。

学んだことと学んだことを
結び付けよう。
学んだことと自分の生き方を
結び付けよう。

私たちは、一人一人、
感じ方も考え方も異なる。
だからこそ、
一つの正解を目ざすのではなく、
自分なりの答えを見つけよう。

一
年
間
の
学
習
の
始
め
に

●

巻
末
の
折お

り

込こ
み「

ま
な
び
の
記
録
」に
、
次
の
こ
と
を
書
こ
う
。

・
中
学
一
年
生
の
道
徳
の
学
習
で
、
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
。

・
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
で
学
び
た
い
こ
と
、
も
っ
と
伸の

ば
し
た
い
こ
と
。

編
集
委
員
会

5

各学年の第1教材「1 道徳の学習を始めよう」では、
まず最初の見開きページで、道徳科は、よりよい生き方について、
「話し合って」「読んで」「演じて」「書いて」
考えていくのだということを、はっきりと示しました。

9 8

12   社会参画、公共の精神

20   自然愛護

10   遵
じゅん

法
ぽう

精神、公徳心

11   公正、公平、社会正義

13   勤労

14   家族愛、家庭生活の充
じゅう

実
じつ

15   学校生活、集団生活の充
じゅう

実
じつ

16   郷土の伝統と文化

18   国際理解、国際貢
こう

献
けん

17   国の伝統と文化

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう 8   友情、信

しん

頼
らい

6   思いやり、感謝

4   希望と勇気、強い意志

3   向上心、個性の伸
しん

長
ちょう

2   節度、節制
1   自主、自律、自由と責任

道
徳
は
、

よ
り
よ
い
生
き
方
に
つ
い
て
、

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

考
え
て
い
き
ま
す
。

道
徳
で

学
ぶ

キ
ー
ワ
ー
ド

キ
ー
ワ
ー
ド

のの
2222 5   真理の探究、創造

12   社会参画、公共の精神

17   国の伝統と文化

13   勤労

6   思いやり、感謝

8   友情、
容

7   礼
れい

儀
ぎ

自分自身に自分自身に
関すること関すること

人人とのとの関わりに関わりに
関すること関すること

集団や社会との集団や社会との
関わりに関すること関わりに関すること

22   よりよく生きる喜び
21   感動、畏

い

敬
けい

の念

19   生命の尊さ

生命や自然などとの生命や自然などとの
関わりに関すること関わりに関すること

「1 道徳の学習を始めよう」の二つ目の見開きページ「道徳で学ぶ22のキーワード」では、
よりよい生き方を考えていくためのキーワードとして、中学校で学ぶ22の内容項目を、
生徒たちが親しみやすいイラストに言葉を添えて示しました。

39

　い
じ
め
反
対
運
動
「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
」。
二
〇
〇
七
年
に
カ
ナ

ダ
で
起
こ
っ
た
こ
の
運
動
は
、
現
在
で
は
約
百
八
十
の
国
や
地
域
に
広

が
り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
人
が
参
加
す
る
運
動
と
な
っ
て

い
る
。

　そ
の
始
ま
り
は
、
カ
ナ
ダ
の
学
校
の
生
徒
二
人
が
取
っ
た
、
あ
る
行

動
だ
っ
た
。

　新
学
期
が
始
ま
っ
た
日
の
こ
と
だ
。
一
人
の
男
子
生
徒
が
、
ピ
ン
ク

色
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
て
登
校
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
し
つ
こ
く
か
ら

か
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼か

れ
は
そ
れ
に
耐た

え
切
れ
ず
、
家
に
帰
っ
て

し
ま
っ
た
。

　上
級
生
の
ト
ラ
ヴ
ィ
ス・プ
ラ
イ
ス
は
、
友
達
か
ら
こ
の
出
来
事
を

聞
き
、
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。
ト
ラ
ヴ
ィ
ス
は
、
過
去
に
、

「ピンクシャツデー」運動のきっかけを作ったトラヴィスさん。

編
集
委
員
会

8

明
日
、み
ん
な
で
着
よ
う

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義  

510

教材の冒頭に、「道徳で学ぶ22の
キーワード」の中から、その教材で
学ぶキーワードを示しました。本時で
考えていく道徳的価値を自覚し、
その他のキーワードと関連づけたり、
比べたりすることができます。

巻末の折込にある「一年間の学習の始めに」に、これまでの学びの振り返りと、
これから伸ばしていきたいことを書き込むことができます。（→本資料p.24-25参照）

道徳を学ぶときに大切な三つのポイントを示し、生徒が、
どのように道徳を学んでいけばよいのかを示しました。
三つのポイントは、1年から3年へと、少しずつステップアップしていきます。
生徒が主体的に道徳を学ぶ姿勢を整えます。

道
徳
科
で
は
何
を
学
ぶ
の
か
、
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
く
の
か
。

生
徒
が
主
体
的
に
学
び
に
向
き
合
え
る
よ
う
、

道
徳
を
学
ぶ
姿
勢
を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
第
一
教
材
を
目
ざ
し
ま
し
た
。

何
を
学
ぶ
の
か
、

ど
う
や
っ
て
学
ぶ
の
か

主体的な学び手
を

3 - 1

「1 道徳の学習を始めよう」p.8-92年

「1 道徳の学習を始めよう」p.6-72年

「8 明日、みんなで着よう」p.392年

ＱＲコードからは、道徳科の学習とは
どのようなものか、確認するための
動画を視聴することができます。
キャラクターたちの言葉から、
道徳の学習に対する意欲を高めます。
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11 10

社
会
の

社
会
の

一
員
と
し
て

一
員
と
し
て

働
く
と
は
？

働
く
と
は
？

自
分
と

自
分
と

向
き
合
う
と
は
？

向
き
合
う
と
は
？

よ
り
よ
い
社
会
を

よ
り
よ
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
は
？

つ
く
る
た
め
に
は
？

よ
り
よ
い

よ
り
よ
い

生
き
方
を
目
ざ
す

生
き
方
を
目
ざ
す

た
め
に
は
？

た
め
に
は
？

最
後
に
、

一
年
間
の
学
習
を

振ふ

り
返
ろ
う
。

1　道徳の学習を始めよう
2　カラカラカラ 
3　アイヌの歌を歌いたい 
4　ジコチュウ 
5　命が生まれるそのときに 
6　気づかなかったこと 

1   自主、自律、自由と責任

4   希望と勇気、強い意志

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

19   生命の尊さ

6   思いやり、感謝

7　嫌
きら

われるのを恐
おそ

れる気持ち 
8　明日、みんなで着よう 
9　 まなびをプラス 「いじり」って 8   友情、信

しん

頼
らい

3   向上心、個性の伸
しん

長
ちょう

11   公正、公平、社会正義

10　テニス部の危機 
11　松葉づえ  
12　人って、本当は？ 

15   学校生活、集団生活の充
じゅう

実
じつ

8   友情、信
しん

頼
らい

22   よりよく生きる喜び

13　礼
れい

儀
ぎ

は何のため 
14　段ボールベッドへの思い 
15　我

わ

が町の消防団 
16　僕

ぼく

の仕事場は富
ふ

士
じ

山
さん

です 
　　 コラム 環

かん

境
きょう

 国立公園を楽しもう

7   礼
れい

儀
ぎ

13   勤労

12   社会参画、公共の精神

20   自然愛護

17　夢中になるのは悪いこと？ 
18　 まなびをプラス 見えない誰

だれ

かと 
2   節度、節制

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

19　つながる命 
20　木

き

桶
おけ

仕
じ

込
こ

みのしょうゆを伝える 
21　民主主義と多数決の近くて遠い関係 
22　 まなびをプラス 砂

さ

漠
ばく

でサバイバル 
23　私の町 
24　北

きた

川
がわ

さんの悩
なや

み 

19   生命の尊さ

17   国の伝統と文化

10   遵
じゅん

法
ぽう

精神、公徳心

10   遵
じゅん

法
ぽう

精神、公徳心

16   郷土の伝統と文化

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

25　境界線を溶
と

かすチョコレート 
26　カメルーン生まれ、日本育ち 
27　 まなびをプラス「尊重」の本質を探

さぐ

ろう  
　　  コラム 人権 マイノリティの問題はみんなの問題

18   国際理解、国際貢
こう

献
けん

11   公正、公平、社会正義

11   公正、公平、社会正義

28　優
やさ

しさの光線 
29　スカイツリーにかけた夢 
30　遠く離

はな

れた人に会いたい 

3   向上心、個性の伸
しん

長
ちょう

5   真理の探究、創造

22   よりよく生きる喜び

31　宇宙の始まりに思いを寄せて 
32　異なり記念日 
33　二番目の悪者 
34　泣きすぎてはいけない 
35　一年間の学びを振

ふ

り返ろう

21   感動、畏
い

敬
けい

の念

14   家族愛、家庭生活の充
じゅう

実
じつ

1   自主、自律、自由と責任

19   生命の尊さ

道徳 道案内
１年間に学ぶことを確

かく

認
にん

しよう。

情
報
モ
ラ
ル
に

情
報
モ
ラ
ル
に

つ
い
て
考
え
る

つ
い
て
考
え
る

共
に
生
き
る

共
に
生
き
る

た
め
に
大
切
な

た
め
に
大
切
な

こ
と
と
は
？

こ
と
と
は
？

上
級
生
と
し
て
、

上
級
生
と
し
て
、

ど
ん
な
自
分
で

ど
ん
な
自
分
で

あ
り
た
い
？

あ
り
た
い
？

い
じ
め
を

い
じ
め
を

許
さ
な
い
心
に

許
さ
な
い
心
に

つ
い
て
考
え
る

つ
い
て
考
え
る

まなびの準備

1から12までを振
ふ

り返ろう。

13から27まで
を振

ふ
り返ろう。

よ
り
よ
い

よ
り
よ
い

学学
校校
生
活
を

生
活
を

送
る
た
め
に
は
？

送
る
た
め
に
は
？

何のためにインターネットを使っているか、書いておこう。

裏面には、毎時間の授業の振り返りを記入する欄を設けました。
学年末の振り返りの際には、1年間の学びを、1枚で見渡すことができます。

巻末に、日々の学びを
記録できる、「まなびの記
録」を設けました。生徒
の振り返りや、先生方の
評価に活用することがで
きます。

表面の、「一年間の学習の始めに」には、1年間で伸ばしていきたいことを、
「一年間の学習の終わりに」には、1年間の振り返りを書き込むことができます。
生徒が自覚をもって目標を立て、その目標に沿って振り返りができるように工夫しました。

小学校の道徳で学ぶ定番教材を、
付録に掲載しています。
小学校で学んだ教材を中学校で
学び直すことで、自分の考えの成長を
自覚し、答えが一つではない道徳の学びを
実感することができます。

「1 道徳の学習を始めよう」の最後の見開きページ
「道徳 道案内」では、1年間の学びを見通すことができます。
1年間の学びは、生徒の成長に寄り添うように設定したテーマをもつ
ユニットで構成しています。
教材名と共にキーワード（内容項目）を示しているので、どのような
道徳的価値について考えを深めるユニットなのかが一目でわかります。

巻末に、日々の学びを
記録できる、「まなびの記
録」を設けました。生徒
の振り返りや、先生方の
評価に活用することがで
きます。

表面の、「一年間の学習の始めに」には、1年間で伸ばしていきたいことを、

ま
な
び
の
記
録

組

　名
前

先生の言葉

友達が言ったこと

22のキーワードを
ヒントにしよう。

こ
れ
か
ら
の
一
年
間
で
学
び
た
い
こ
と
、

も
っ
と
伸の

ば
し
た
い
こ
と
を
書
こ
う
。

心
に
残
っ
た
こ
と
・
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か

教
材
名

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド

・
こ
の
一
年
間
に
道
徳
で
学
ん
だ
こ
と
で
、
特
に
心
に
残
っ
た
こ
と
を

三
つ
挙
げ
、
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か
を
書
こ
う
。

・
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

一
年
間
の
学
習
の
始
め
に

一
年
間
の
学
習
の
終
わ
り
に

心
に
残
っ
た
こ
と
・
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か

教
材
名

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド

心
に
残
っ
た
こ
と
・
ど
う
し
て
心
に
残
っ
た
か

教
材
名

22
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1　道徳の学習を始めよう35　一年間の学びを振
ふ

り返ろう

教材

裏
面
の「
ま
な
び
の
記
録
」や
ノ
ー
ト
な
ど
を
見
返
し
て
、

一
年
間
の
学
習
を
振ふ

り
返
ろ
う
。

・
こ
の
一
年
間
で
、
自
分
が
い
ち
ば
ん
成
長
し
た
と
思
う
と
こ
ろ
を
書
こ
う
。

そ
れ
は
、
22
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ど
れ
に
関
連
す
る
だ
ろ
う
。

な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め
に
、

さ
ら
に
伸の

ば
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
は
？

中
学
一
年
生
の
道
徳
の
学
習
で
、

心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
書
こ
う
。

あ
な
た
は
、
ど
ん
な
三
年
生
に
な
り
た
い
？

キ
ー
ワ
ー
ド
▼

で
、
特
に
心
に
残
っ
た
こ
と
を

（表面）

裏面には、毎時間の授業の振り返りを記入する欄を設けました。

ま
な
び
の
記
録

　
あ
な
た
が
道
徳
の
授
業
で
考
え
た
こ
と
を
、
左
の

に
書
き
留
め
て
い
こ
う
。

教
材
番
号

月
日

授
業
で
考
え
た
こ
と

　
あ
な
た
が
道
徳
の
授
業
で
考
え
た
こ
と
を
、
左
の

（裏面）

道徳科の最終授業で、「まなびの記録」を活用して、1年間の振り返りを行えるようになっています。
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社
会
の

社
会
の

一
員
と
し
て

一
員
と
し
て

働
く
と
は
？

働
く
と
は
？

自
分
と

自
分
と

向
き
合
う
と
は
？

向
き
合
う
と
は
？

よ
り
よ
い
社
会
を

よ
り
よ
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
は
？

つ
く
る
た
め
に
は
？

よ
り
よ
い

よ
り
よ
い

生
き
方
を
目
ざ
す

生
き
方
を
目
ざ
す

た
め
に
は
？

た
め
に
は
？

最
後
に
、

一
年
間
の
学
習
を

振ふ

り
返
ろ
う
。

1　道徳の学習を始めよう
2　カラカラカラ 
3　アイヌの歌を歌いたい 
4　ジコチュウ 
5　命が生まれるそのときに 
6　気づかなかったこと 

1   自主、自律、自由と責任

4   希望と勇気、強い意志

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

19   生命の尊さ

6   思いやり、感謝

7　嫌
きら

われるのを恐
おそ

れる気持ち 
8　明日、みんなで着よう 
9　 まなびをプラス 「いじり」って 8   友情、信

しん

頼
らい

3   向上心、個性の伸
しん

長
ちょう

11   公正、公平、社会正義

10　テニス部の危機 
11　松葉づえ  
12　人って、本当は？ 

15   学校生活、集団生活の充
じゅう

実
じつ

8   友情、信
しん

頼
らい

22   よりよく生きる喜び

13　礼
れい

儀
ぎ

は何のため 
14　段ボールベッドへの思い 
15　我

わ

が町の消防団 
16　僕

ぼく

の仕事場は富
ふ

士
じ

山
さん

です 
　　 コラム 環

かん

境
きょう

 国立公園を楽しもう

7   礼
れい

儀
ぎ

13   勤労

12   社会参画、公共の精神

20   自然愛護

17　夢中になるのは悪いこと？ 
18　 まなびをプラス 見えない誰

だれ

かと 
2   節度、節制

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

19　つながる命 
20　木

き

桶
おけ

仕
じ

込
こ

みのしょうゆを伝える 
21　民主主義と多数決の近くて遠い関係 
22　 まなびをプラス 砂

さ

漠
ばく

でサバイバル 
23　私の町 
24　北

きた

川
がわ

さんの悩
なや

み 

19   生命の尊さ

17   国の伝統と文化

10   遵
じゅん

法
ぽう

精神、公徳心

10   遵
じゅん

法
ぽう

精神、公徳心

16   郷土の伝統と文化

9   相
そう

互
ご

理解、寛
かん

容
よう

25　境界線を溶
と

かすチョコレート 
26　カメルーン生まれ、日本育ち 
27　 まなびをプラス「尊重」の本質を探

さぐ

ろう  
　　  コラム 人権 マイノリティの問題はみんなの問題

18   国際理解、国際貢
こう

献
けん

11   公正、公平、社会正義

11   公正、公平、社会正義

28　優
やさ

しさの光線 
29　スカイツリーにかけた夢 
30　遠く離

はな

れた人に会いたい 

3   向上心、個性の伸
しん

長
ちょう

5   真理の探究、創造

22   よりよく生きる喜び

31　宇宙の始まりに思いを寄せて 
32　異なり記念日 
33　二番目の悪者 
34　泣きすぎてはいけない 
35　一年間の学びを振

ふ

り返ろう

21   感動、畏
い

敬
けい

の念

14   家族愛、家庭生活の充
じゅう

実
じつ

1   自主、自律、自由と責任

19   生命の尊さ

道徳 道案内
１年間に学ぶことを確

かく

認
にん

しよう。

情
報
モ
ラ
ル
に

情
報
モ
ラ
ル
に

つ
い
て
考
え
る

つ
い
て
考
え
る

共
に
生
き
る

共
に
生
き
る

た
め
に
大
切
な

た
め
に
大
切
な

こ
と
と
は
？

こ
と
と
は
？

上
級
生
と
し
て
、

上
級
生
と
し
て
、

ど
ん
な
自
分
で

ど
ん
な
自
分
で

あ
り
た
い
？

あ
り
た
い
？

い
じ
め
を

い
じ
め
を

許
さ
な
い
心
に

許
さ
な
い
心
に

つ
い
て
考
え
る

つ
い
て
考
え
る

まなびの準備

1から12までを振
ふ

り返ろう。

13から27まで
を振

ふ
り返ろう。

よ
り
よ
い

よ
り
よ
い

学学
校校
生
活
を

生
活
を

送
る
た
め
に
は
？

送
る
た
め
に
は
？

何のためにインターネットを使っているか、書いておこう。

見
通
し
と
振
り
返
り

主体的な学び手
を

3 - 2

一
年
間
で
目
ざ
す
姿
を
思
い
描
き
、
見
通
し
を
も
つ
か
ら
こ
そ
、

振
り
返
り
が
で
き
る
。
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
で
評
価
す
る
力
を
育
み
ま
す
。

「付録 橋の上のおおかみ」p.1721年

「付録 手品師」p.1743年「付録 泣いた赤おに」p.1742年

「1 道徳の学習を始めよう」p.10-112年

「まなびの記録」折込2年
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菓が

子し

の
よ
さ
を
取
り
入
れ
た
ら
、
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
お
菓か

子し

が
作
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
ん
だ
。
僕
の
夢
は
、
イ
タ
リ
ア
の
お
菓か

子し

に
和
菓が

子し

の
技
法
や
心
を
取
り

入
れ
る
こ
と
だ
よ
。」

「
え
？
　日
本
の
伝
統
文
化
を
守
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
？
」

「
そ
れ
は
、
新
た
ち
の
役
目
で
し
ょ
。
僕
は
、
和
菓が

子し

の
技
法
や
心
を
イ
タ
リ
ア
に
も
っ

て
帰
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
食
文
化
は
も
っ
と
豊
か
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
。」

　レ
オ
ナ
ル
ド
の
語
る
夢
は
、僕
に
は
遠
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
て
、よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
で
も
、
今
回
も
、
レ
オ
ナ
ル
ド
に
一
本
取
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

●「『危機』なんて、少し大げさ
なんじゃない？」という
言葉には、新のどんな
考えが表れているだろう。

●新は、レオナルドのどのような
考え方に、「一本取られた」
気持ちになったのだろう。

伝統を受け継
つ

いでいくためには、
どんな考えが大切なのだろう。

見方を変えて
●「それは、新たちの役目でしょ。」と
いう言葉には、レオナルドのどんな
考えが表れているだろう。

つなげよう
●あなたが、次の世代まで残したいと
考える日本の伝統文化は、何だろう。

考えよう

178ページ 「日本の郷土玩
がん

具
ぐ

」美 5

136

「
面＊

あ
り
！
　勝
負
あ
り
！
」

　中
学
三
年
生
の
夏
、
剣け

ん
道ど

う
部
の
最
後
の
地
区
大
会
決
勝
。
連れ

ん
覇ぱ

を
狙ね

ら
う
僕ぼ

く
は
、
あ
る
一
人
の
剣け

ん
士し

に
敗
れ
た
。
面
の

向
こ
う
の
相
手
の
目
は
、
喜
び
に
輝か

が
やい

て
い
た
。

　あ
れ
か
ら
五
年
。
僕
は
、
今
で
も
剣け

ん
道ど

う
を
続
け
て
い
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
最
近
は
学
業
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
忙い

そ
がし

く
、

編
集
委
員
会

小お

倉ぐ
ら 

マ
ユ
コ 

絵

28

レ
オ
ナ
ル
ド
と
僕ぼ

く

資料

国
の
伝
統
と
�
化

＊ 「
面
あ
り
！
　勝
負
あ
り
！
」

こ
こ
で
は
、
剣け

ん

道ど
う

の
試
合
で
、

勝
負
が
つ
い
た
こ
と
を
審し

ん

判ぱ
ん

が

告
げ
た
言
葉
。

週
に
一
回
ほ
ど
し
か
稽け

い
古こ

に
通
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
日
も
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
終
え

て
家
に
帰
ろ
う
と
、停
留
所
で
バ
ス
を
待
っ
て
い
た
。す
る
と
、突と

つ
然ぜ

ん
名
前
を
呼
ば
れ
た
。

「
お
ー
い
、
新あ

ら
た！

　新
だ
よ
ね
！
」

　き
ら
き
ら
と
輝か

が
やく

目
。
そ
れ
は
、
あ
の
と
き
の
剣け

ん
士し

だ
っ
た
。

「
レ
オ
ナ
ル
ド
？
　レ
オ
ナ
ル
ド
な
の
か
！
　久
し
ぶ
り
！
」

　レ
オ
ナ
ル
ド
は
イ
タ
リ
ア
人
で
、
小
学
一
年
生
の
と
き
に
、
家
族
の
仕
事
の
都
合
で

日
本
に
来
た
と
い
う
。
僕
は
、
隣と

な
りの
中
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
レ
オ
ナ
ル
ド
と
、
剣け

ん
道ど

う
を

通
じ
て
仲
よ
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
、
レ
オ
ナ
ル
ド
は

朗読

510

Aの視点
主として自分自身に関すること

Cの視点
主として集団や社会との関わりに関する
こと

Bの視点
主として人との関わりに関すること

Dの視点
主として生命や自然、崇高なものとの関
わりに関すること

他の学習との関わりを示しています（ここで
は美術科との関わり）。SDGsと関連の深い
教材には SDGs  を付けています。

「つなげよう」と連動して他の教材や付録などにつなげられる
場合は、 で教材名やページを示しています。

自
ら
学
び
た
く
な
る
教
材
構
成

主体的な学び手
を

3 - 3

「
今
日
は
何
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
う
ん
だ
ろ
う
」

生
徒
が
自
ら
、
何
を
学
ぶ
の
か
を
意
識
し
、

主
体
的
・
対
話
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
工
夫
を
散
り
ば
め
て
い
ま
す
。

「28 レオナルドと僕」p.1361年

考えよう（学びのテーマ）
教材を通して何を学ぶのかを意識できるよう、学びのテーマ
を明示しました。生徒の主体的な意見や、自由な発想を妨
げることのないよう配慮しています。

発問
二つの問いで構成し、発問の意図を明確にしました。
1道徳的な問題を明らかにする問い（課題の設定）
2道徳的な価値についての理解や自覚を深める問い
　（中心となる発問）

さらに、最後にもう一度、「考えよう」に掲げた学びのテーマ
に戻って、本時のまとめとして活用することもできます。

発問の他にも、教材の内容に応じて、問い
や呼びかけを提示しました。

  見方を変えて
生徒が、多面的・多角的な見方や考え方
ができるよう、上の発問とは切り口を変えた
問いを設定しました。

  つなげよう
他教科や日常生活との関連、他教材との関
連、関連する図書の紹介等を、教材の内容
に合わせて示しました。

  内容項目の表示
A～Dの四つの視点と、第1教材の「道徳で
学ぶ22のキーワード」と連動した、本教材で
学ぶ「キーワード」（内容項目）を示しています。

  QRコード
朗読音声や、教材の学習を深める資料をご用
意しました。
（→本資料p.36参照）

主体的・対話的で深い学びを実現する「てびき」

考えよう（学びのテーマ）


